
 

 

 

 

  

八次小学校は、今年で創立１５０周年を迎えました。 

 令和６年１２月４日（水）に、ＰＴＡの方々が中心となり、八次

小学校創立１５０周年記念行事を開催しました。 

本校は、明治７年（西暦１８７４年）４月に創設され、以来、昨

年度までで６,２７２名の方が、卒業されています。 

これまで多くの保護者や地域の方に温かく守られながら年月を

重ね、１５０年という歴史と伝統を重ねてきた本は、新たに１５１

年目の歩みを進めていきます。 

現在、学校、保護者、地域の方々がしっかりとつながり、子ども

たちの成長を見守り育てていこうと、新たに八次コミュニティ・スクール、地域学校協働活動の取

組が始まっています。これからも、保護者、地域の皆様、八次小学校の児童を地域の子どもとして、

温かく見守り成長を支えていただきたいと思います。 

 記念行事では、本校の卒業生でもあるシンガーソングライター

佐々木リョウ様をお迎えし、歌とお話を聞かせていただきました。

在校中の思い出話やご家族の話などをしてくださり、とりわけ息

子さんのお話では、命の重みや個性を尊重することの大切さなど

について、改めて感じることができました。歌っていただいた歌

の中にもそうした佐々木さんの思いがたくさん詰まっていて、聴

く人の心に響くのだと思います。 

佐々木さんには、この度、記念ソング「今日が想い出に変わっ

ても」も作っていただきました。子どもたちから「八次小や八次

のいいところ・好きなところ」などを募り、それをもとにできたのが「今日が想い出に変わっても」

です。 

当日は、佐々木さんと一緒に子どもたちも歌

い、大変盛り上がりました。子どもたちが大き

な声で一緒に歌ってくれたことに佐々木さん

も感激しておられました。偉大な先輩が作って

くださったこの曲をこれからも歌い継いでい

きたいと思います。 

 

 

 

 

明治７年４月小原篤氏の家を校舎に充てる 
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